
新潟県医療ソーシャルワーカー協会 公開講座のお知らせ 

（令和 5 年度 新潟県医療社会事業担当者研修会） 

 

 

１．目的  医療福祉は医療・保健機関等において、社会福祉の立場から疾病の治療や予防、社会復帰

の促進を図るため、患者やその家族の経済的、社会的ならびに精神的諸問題を解決し、援助す

ることを基本的な使命としている。新潟県内の医療福祉関係者の資質向上と医療福祉の発展の

ために研修会を実施する。 

 

２．主催  新潟県医療ソーシャルワーカー協会 

 

３．後援（予定） 新潟県  新潟県医師会  新潟県病院協会  新潟県社会福祉協議会  

     新潟県社会福祉士会  新潟県介護支援専門員協会 

４．協力 にいがた公的扶助研究会 

 

５．日時  令和６年３月１６日（土） １３：１５～１６：３０ 

 

６．会場  新潟ユニゾンプラザ ４階 大研修室 

      〒950-0994 新潟県新潟市中央区上所２丁目２− ２ ℡：025-281-5511 

      ※参集型で開催します。 

７．プログラム 

  テーマ 

「地域に生きるを語ろう 

～生活「困窮」にどう向き合い、どう支援してきたか～」 

１３：００ 受付開始 

１３：１５ 開会  挨拶 新潟県医療ソーシャルワーカー協会会長      

講 演 「 新潟で一番よくわかる生活困窮の話 」 

講師： 新潟大学歯学部口腔生命福祉学科  

               准教授（福祉学分野） 中村 健 先生 

１４：１０ パネルディスカッション 

     「私たちになにができるか」 コーディネーター 中村 健 先生 

   ・神田 義則 氏（済生会新潟病院 地域連携福祉センター副センター長・MSW） 

   ・川瀬 聖志 氏（新発田市社会福祉協議会 地域福祉課 課長） 

   ・柳沼 裕子 氏（胎内市地域包括支援センターやまぼうし 管理者・主任介護支援専門員） 

   ・箕輪 亜由美 氏（見附市市民税務課 市民相談係 係長） 

１６：００ グループワーク 

１６：３０ 閉会  挨拶 新潟県医療ソーシャルワーカー協会副会長 



  

８．参加費   協会員 ５００円  、 会員外 ２，０００円 

        

９．定 員   １００ 名 

 

１０．対象者  医療・保健・社会福祉関係者等    

 

【お申し込み】 

この度の研修は、原則、オンライン申込・決済システム「Peatix」を利用します。 

以下の URL、または二次元コードにアクセスし、お申込みください。 

 

http://bit.ly/46GCyNM 

 

・Peatix のアカウント登録時・申し込み時に記載いただくメールアド

レスは、土日祝でも確認ができるものを登録ください。 

また、メールアドレスの誤りが散見されますので、記入時ご注意く

ださい。 

・定員になり次第締め切ります。受講票等はお送りいたしません。定

員を超えてお断りする場合のみご連絡いたします。 

 

申込締切：令和 6 年 3 月 2 日（土） 

 

 

※当日の資料について 

 資料を事前にメールでお送りしますので、お手数ですが、ご自身で印刷のうえご持参ください。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 新潟県医療ソーシャルワーカー協会 教育研修部 担当運営委員 

西蒲中央病院 地域連携相談室 梅川 望  

〒９５０－０４２３ 新潟市西蒲区旗屋７３１番地 

 TEL ０２５６－８８－００２２  FAX ０２５６－８８－００３３    

 こうなんファミリークリニック 阿部 裕昭  

 〒９５０－０１６２ 新潟市江南区亀田大月２－４－３８－１ 

 TEL ０２５－２５０－６４０７  FAX ０２５－２５０－６４４６ 

 

http://bit.ly/46GCyNM

